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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲方向について湾曲し、表示領域に配置される複数の画素間パターンを備え、前記複
数の画素間パターンが前記湾曲方向に配列されるアレイ基板と、
　対向基板であって、前記アレイ基板に沿うように前記湾曲方向について湾曲し、前記表
示領域に配置される複数の遮光パターンを備え、前記複数の遮光パターンが前記湾曲方向
に配列され前記複数の画素間パターンにそれぞれ対応し、前記複数の画素間パターンにお
ける着目する画素間パターンの前記湾曲方向の位置が湾曲の頂上部から前記表示領域の周
縁部まで移動した場合に、前記アレイ基板が平坦であるときの前記着目する画素間パター
ンの前記湾曲方向の位置からの前記対向基板が平坦であるときの前記複数の遮光パターン
における前記着目する画素間パターンに対応する着目する遮光パターンの前記湾曲方向の
位置のずらし量が、大きくなった後に小さくなる対向基板と、
を備え、
　前記ずらし量が０でない場合に、前記着目する画素間パターンの前記湾曲方向の位置が
、前記アレイ基板が平坦であり前記複数の画素間パターンが一定のピッチで配置されると
きの位置から第１の方向にずらされ、前記着目する遮光パターンの前記湾曲方向の位置が
、前記対向基板が平坦であり前記複数の遮光パターンが一定のピッチで配置されるときの
位置から前記第１の方向と反対の第２の方向にずらされる液晶表示装置。
【請求項２】
　前記表示領域を囲み、前記対向基板を前記アレイ基板に貼り合わせるシール材をさらに
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備え、
　前記周縁部は、前記シール材に沿い、
　前記着目する画素間パターンの前記湾曲方向の位置が前記頂上部または前記周縁部にあ
る場合に前記ずらし量が０になる
請求項１の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記対向基板は、
　前記湾曲方向に配列される複数の繰り返し単位を備え、前記複数の繰り返し単位の各々
が第１から第ｎまでの着色部を備え、ｎが３以上の整数であり、前記第１から第ｎまでの
着色部が同一の絵素に属する着色部アレイ
をさらに備え、
　前記複数の遮光パターンは、前記複数の繰り返し単位の各々について、第ｉの遮光パタ
ーンが第ｉ＋１の遮光パターンに隣接し、第ｉの遮光パターンおよび第ｉ＋１の遮光パタ
ーンが第ｉの着色部を挟み、ｉが１からｎまでの整数の各々であり、前記対向基板が平坦
である場合に一定のピッチで配列される第１から第ｎ＋１までの遮光パターンを含み、
　前記複数の画素間パターンは、前記複数の繰り返し単位の各々について、前記第１から
第ｎ＋１までの遮光パターンにそれぞれ対応し、前記アレイ基板が平坦である場合に一定
のピッチで配置される第１から第ｎ＋１までの画素間パターンを含む
請求項１または２の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記アレイ基板及び前記対向基板のうちの視認される側に配置される基板の視認される
側の面の上に配置される湾曲透明板と、
　前記湾曲透明板を前記視認される側の面に貼り付ける透明粘着シートと、
をさらに備え、
　前記対向基板が前記アレイ基板より湾曲内側に配置され、
　前記湾曲透明板が前記透明粘着シートによって前記対向基板の湾曲内側の面に貼り付け
られ、
　前記ずらし量が０でない場合に、前記対向基板が平坦であるときの前記着目する遮光パ
ターンの前記湾曲方向の位置が、前記アレイ基板が平坦であるときの前記着目する画素間
パターンの前記湾曲方向の位置から前記周縁部に向かってずらされる
請求項１から３までのいずれかの液晶表示装置。
【請求項５】
　前記アレイ基板及び前記対向基板のうちの視認される側に配置される基板の視認される
側の面の上に配置される湾曲透明板と、
　前記湾曲透明板を前記視認される側の面に貼り付ける透明粘着シートと、
をさらに備え、
　前記アレイ基板が前記対向基板より湾曲内側に配置され、
　前記湾曲透明板が前記透明粘着シートによって前記アレイ基板の湾曲内側の面に貼り付
けられ、
　前記ずらし量が０でない場合に、前記アレイ基板が平坦であるときの前記着目する画素
間パターンの前記湾曲方向の位置が、前記対向基板が平坦であるときの前記着目する遮光
パターンの前記湾曲方向の位置から前記周縁部に向かってずらされる
請求項１から３までのいずれかの液晶表示装置。
【請求項６】
　a)平坦であり、表示領域に配置される複数の画素間パターンを備え、前記複数の画素間
パターンが特定の方向に配列されるアレイ基板と、
　平坦であり、前記表示領域に配置される複数の遮光パターンを備え、前記複数の遮光パ
ターンが前記特定の方向に配列され前記複数の画素間パターンにそれぞれ対応し、前記複
数の画素間パターンにおける着目する画素間パターンの前記特定の方向の位置が特定の部
分から前記表示領域の周縁部に移動した場合に、前記着目する画素間パターンの前記特定
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の方向の位置からの前記複数の遮光パターンにおける前記着目する画素間パターンに対応
する着目する遮光パターンの前記特定の方向の位置のずらし量が、大きくなった後に小さ
くなる対向基板と、
を備え、前記複数の画素間パターン及び前記複数の遮光パターンのいずれか一方が一定の
ピッチで配置される仕掛品を準備する工程と、
　b)前記特定の部分が湾曲の頂上部となり、前記複数の画素間パターン及び前記複数の遮
光パターンのうち平坦時に一定のピッチで配置された一方が湾曲外側となって前記対向基
板が前記アレイ基板に沿うように前記アレイ基板および前記対向基板を前記特定の方向に
ついて湾曲させ、湾曲内側に配置された前記アレイ基板および前記対向基板の一方の湾曲
内側の面に透明粘着シートにより湾曲透明板を貼り付ける工程と、を備え、
　前記仕掛品は、前記ずらし量が０でない場合に、前記着目する画素間パターンの前記特
定の方向の位置が、前記アレイ基板が平坦であり前記複数の画素間パターンが一定のピッ
チで配置されるときの位置から第１の方向にずらされ、前記着目する遮光パターンの前記
特定の方向の位置が、前記対向基板が平坦であり前記複数の遮光パターンが一定のピッチ
で配置されるときの位置から前記第１の方向と反対の第２の方向にずらされる液晶表示装
置を製造する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置および液晶表示装置を製造する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　優れたデザインを有する液晶表示装置、占有するスペースが小さい液晶表示装置等を実
現するために、湾曲型の液晶表示装置が求められる。
【０００３】
　一般的に言って、液晶表示装置は、アレイ基板および対向基板を備える。対向基板は、
アレイ基板に対向する。アレイ基板には、複数の画素間パターンが設けられる。例えば、
アレイ基板には、複数のゲート配線、複数のソース配線等が設けられる。対向基板には、
複数の画素間パターンにそれぞれ対応する複数の遮光パターンが設けられる。例えば、対
向基板には、複数のブラックマトリクスが設けられる。
【０００４】
　しかし、湾曲型の液晶表示装置を実現するためにアレイ基板および対向基板が湾曲方向
について湾曲させられた場合は、アレイ基板と対向基板との間にずれが発生し、対向基板
に設けられる遮光パターンの湾曲方向の位置がアレイ基板に設けられる画素間パターンの
湾曲方向の位置からずれる場合がある。このようなずれは、遮光パターンによる不要な光
の遮光を妨げ、斜めからの光漏れ、混色等の不具合の原因になる。
【０００５】
　特許文献１、２および３に記載された技術は、湾曲型の液晶表示装置においてアレイ基
板および対向基板が湾曲させられることにより発生するアレイ基板と対向基板との間のず
れを抑制するためのものである。
【０００６】
　特許文献１に記載された技術においては、アクティブマトリックス基板と呼ばれるアレ
イ基板にソースラインと呼ばれる画素間パターンが設けられ（段落００６２）、対向基板
にブラックマトリクスと呼ばれる遮光パターンが設けられる（段落００６２）。湾曲方向
ピッチＰ１と呼ばれる画素間パターンのピッチが湾曲方向ピッチＰ２と呼ばれる遮光パタ
ーンのピッチより小さくされ（段落００６３および図５）、液晶表示パネルの湾曲の両端
部と呼ばれる表示領域の周縁部ほどその度合いが大きくされる（段落００６７および００
６８）。
【０００７】
　特許文献２に記載された技術においては、ＣＦ基板と呼ばれる対向基板に垂直ＢＭと呼
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ばれる遮光パターンが設けられる（段落００１６および００１７）。遮光パターンの幅は
、液晶パネルの中央部と呼ばれる表示領域の中心部から液晶パネルの周縁部と呼ばれる表
示領域の周縁部に向かうにつれて広くなる（段落００１９）。
【０００８】
　特許文献３に記載された技術においては、ＣＦ基板と呼ばれる対向基板にブラックマト
リクスと呼ばれる遮光パターンが設けられる（段落００３７）。遮光パターンの幅は、Ｃ
Ｆ基板の中央部領域と呼ばれる表示領域の中心部よりもＣＦ基板の両端部領域と呼ばれる
表示領域の周縁部において広くなる（段落００３７）。
【０００９】
　特許文献１、２および３に記載された技術は、互いに対向して配置されるアレイ基板お
よび対向基板が湾曲させられることにより発生する不具合を抑制することを目的とする。
当該技術は、アレイ基板および対向基板が湾曲させられたことにより生じる配線パターン
の湾曲方向の位置からの遮光パターンの湾曲方向の位置のずれが表示領域の周縁部に近づ
くにつれて単調に大きくなることを前提とする。当該技術は、表示領域の周縁部に近づく
につれて遮光パターンのピッチが小さくなるように遮光パターンが配置される構造により
、または表示領域の周縁部に近づくにつれて遮光パターンの幅が広くなるように遮光パタ
ーンが配置される構造により、当該ずれにより発生することが懸念される斜めからの光漏
れ、混色等の不具合を抑制することを試みる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００７－３３３８１８号公報
【特許文献２】特開２０１０－００８８７５号公報
【特許文献３】特許第５０２６７７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　特許文献１、２および３に記載された技術は、アレイ基板および対向基板が湾曲させら
れたことにより生じるずれを原因とする、斜めからの光漏れ、混色等の不具合を抑制する
ことにある程度寄与する。しかし、液晶表示装置の試作品を作製しずれの状況を調査した
ところ、表示領域の周縁部に近づくにつれてずれが単調に大きくなることを想定し遮光パ
ターンのピッチまたは幅を調整する当該技術における構造によっては、ずれを原因とする
斜めからの光漏れ、混色等の不具合を十分に抑制できないことが判明した。
【００１２】
　本発明は、この問題を解決するためになされる。本発明が解決しようとする課題は、湾
曲型の液晶表示装置においてアレイ基板および対向基板が湾曲させられたことにより発生
するアレイ基板と対向基板との間の影響を受ける斜めからの光漏れ、混色等の不具合を抑
制し、高い表示品位を有する液晶表示装置を得ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本開示の液晶表示装置は、湾曲方向について湾曲し、表示領域に配置される複数の画素
間パターンを備え、複数の画素間パターンが湾曲方向に配列されるアレイ基板と、対向基
板であって、アレイ基板に沿うように湾曲方向について湾曲し、表示領域に配置される複
数の遮光パターンを備え、複数の遮光パターンが湾曲方向に配列され複数の画素間パター
ンにそれぞれ対応し、複数の画素間パターンにおける着目する画素間パターンの湾曲方向
の位置が湾曲の頂上部から表示領域の周縁部まで移動した場合に、アレイ基板が平坦であ
るときの着目する画素間パターンの湾曲方向の位置からの対向基板が平坦であるときの複
数の遮光パターンにおける着目する画素間パターンに対応する着目する遮光パターンの湾
曲方向の位置のずらし量が、大きくなった後に小さくなる対向基板と、を備え、ずらし量
が０でない場合に、着目する画素間パターンの湾曲方向の位置が、アレイ基板が平坦であ



(5) JP 6832682 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

り複数の画素間パターンが一定のピッチで配置されるときの位置から第１の方向にずらさ
れ、着目する遮光パターンの湾曲方向の位置が、対向基板が平坦であり複数の遮光パター
ンが一定のピッチで配置されるときの位置から第１の方向と反対の第２の方向にずらされ
る。
【００２５】
　本発明は、液晶表示装置を製造する方法にも向けられる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、湾曲型の液晶表示装置においてアレイ基板および対向基板が湾曲させ
られたことにより発生するアレイ基板と対向基板との間のずれの影響を受ける斜めからの
光漏れ、混色等の不具合が抑制され、高い表示品位を有する液晶表示装置が得られる。
【００２７】
　この発明の目的、特徴、局面、および利点は、以下の詳細な説明と添付図面とによって
、より明白となる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】実施の形態１の液晶表示装置を図示する断面図である。
【図２】実施の形態１の液晶表示装置に備えられる配線パターンを図示する平面図である
。
【図３】実施の形態１の液晶表示装置に備えられる遮光パターンおよび着色部を図示する
平面図である。
【図４】実施の形態１の液晶表示装置を製造する方法の主要な工程を示すフローチャート
である。
【図５】実施の形態２の遮光パターンおよび着色部を図示する平面図である。
【図６】実施の形態３の配線パターンを図示する平面図である。
【図７】実施の形態３の遮光パターンおよび着色部を図示する平面図である。
【図８】実施の形態４の遮光パターンおよび着色部を図示する平面図である。
【図９】配線パターンの位置からの遮光パターンの位置のずれ量の分析に用いられる平坦
である液晶パネルを図示する断面図である。
【図１０】配線パターンの位置からの遮光パターンの位置のずれ量の分析に用いられる湾
曲した液晶パネルを図示する断面図である。
【図１１】配線パターンの位置からの遮光パターンの位置のずれ量の分析に用いられる液
晶パネルに備えられる配線パターン、遮光パターンおよび着色部を図示する平面図である
。
【図１２】配線パターンの湾曲方向の位置からの当該配線パターンに対応する遮光パター
ンの湾曲方向の位置のずれ量の、表示領域の中心部からの距離による変化を図示するグラ
フである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　１　配線パターンの位置からの遮光パターンの位置のずれ量の分析
　図９の模式図は、配線パターンの位置からの遮光パターンの位置のずれ量の分析に用い
られる平坦である液晶パネルを図示する断面図である。図１０の模式図は、配線パターン
の位置からの遮光パターンの位置のずれ量の分析に用いられる湾曲した液晶パネルを図示
する断面図である。
【００３０】
　図９および１０の各々に図示される液晶パネル９０００は、アレイ基板９１４０および
対向基板９１４１を備える。図１０に図示される湾曲した液晶パネル９０００は、対向基
板９１４１がアレイ基板９１４０より湾曲内側に配置されるように、図９に図示される平
坦である液晶パネル９０００を湾曲させることにより得られる。
【００３１】
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　図１１の模式図は、配線パターンの位置からの遮光パターンの位置のずれ量の分析に用
いられる液晶パネルに備えられる配線パターン、遮光パターンおよび着色部を図示する平
面図である。図１１は、配線パターンが遮光パターンおよび着色部より紙面手前側に来る
ように描かれている。
【００３２】
　アレイ基板９１４０は、図１１に示される複数の配線パターン９３４０を備える。また
、対向基板９１４１は、図１１に示される複数の遮光パターン９３６０ならびに複数の着
色部９３６１を備える。
【００３３】
　複数の遮光パターン９３６０は、複数の配線パターン９３４０にそれぞれ対応する。
【００３４】
　図９に図示される平坦である液晶パネル９０００においては、複数の遮光パターン９３
６０は、複数の配線パターン９３４０の上にそれぞれ配置される。
【００３５】
　しかし、図１０に図示される湾曲した液晶パネル９０００においては、表示領域の中心
部９４８０から表示領域のずれ最大部９４８１までにおいて、表示領域の周縁部９４８２
に近づくにつれて、配線パターン９３４０の湾曲方向９１００の位置からの当該配線パタ
ーン９３４０に対応する遮光パターン９３６０の湾曲方向９１００の位置のずれ量が大き
くなる。また、表示領域のずれ最大部９４８１において、ずれ量が最大になる。また、表
示領域のずれ最大部９４８１から表示領域の周縁部９４８２までにおいて、表示領域の周
縁部９４８２に近づくにつれて、ずれ量が逆に小さくなる。
【００３６】
　このため、表示領域の中心部９４８０においては、遮光パターン９３６０が、配線パタ
ーン９３４０の上に配置される。また、表示領域のずれ最大部９４８１においては、遮光
パターン９３６０が配線パターン９３４０の上に配置されず着色部９３６１の上に配置さ
れる。また、表示領域の周縁部９４８２においては、遮光パターン９３６０が配線パター
ン９３４０の上に配置される。
【００３７】
　図１２は、配線パターンの湾曲方向の位置からの当該配線パターンに対応する遮光パタ
ーンの湾曲方向の位置のずれ量の、表示領域の中心部からの距離による変化を図示するグ
ラフである。図１２は、液晶パネルの表示長が２９０ｍｍであり液晶パネルが曲率半径８
００ｍｍで湾曲させられた場合の変化を図示する。図１２は、アレイ基板および対向基板
の基板厚が０．１５ｍｍおよび０．２０ｍｍの各々である場合について変化を図示する。
【００３８】
　図１２に図示されるように、表示領域の中心部９４８０からの距離が０ｍｍとなる表示
領域の中心部９４８０においては、ずれ量が０になる。また、表示領域の中心部９４８０
と距離が約１２０ｍｍとなる表示領域のずれ最大部９４８１との間においては、距離が長
くなるにつれてずれ量が大きくなる。また、表示領域のずれ最大部９４８１と距離が１４
５ｍｍとなる表示領域の周縁部９４８２との間においては、距離が長くなるにつれてずれ
量が小さくなる。また、表示領域の周縁部９４８２においては、ずれ量が０になる。
【００３９】
　基板厚Ｔが０．２０ｍｍである場合は、表示領域のずれ最大部９４８１において、ずれ
量が約４．５μｍになる。また、基板厚Ｔが０．１５ｍｍである場合は、表示領域のずれ
最大部９４８１において、ずれ量が約３．５μｍになる。
【００４０】
　このように、ずれ量は、距離が長くなるにつれて単調に大きくなるわけではない。しか
し、特開２００７－３３３８１８号公報、特開２０１０－００８８７５号公報および特許
第５０２６７７７号公報に記載された技術においては、距離が長くなるにつれてずれ量が
単調に大きくなるわけではないことが考慮されず、距離が長くなるにつれてずれ量が単調
に大きくなることを前提として、遮光パターン９３６０のピッチを調整することにより遮
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光パターン９３６０の位置がずらされるか、または遮光パターン９３６０の幅が調整され
る。このため、これらの技術においては、遮光パターン９３６０の位置のずらし量が適正
でなく遮光パターン９３６０の位置が配線パターン９３４０の位置からずれることに起因
する不具合、遮光パターン９３６０の幅が広くなり開口部の幅が狭くなることに起因する
輝度の低下等が生じる。
【００４１】
　２　実施の形態１
　２．１　液晶表示装置
　図１の模式図は、実施の形態１の液晶表示装置を図示する断面図である。
【００４２】
　図１に図示される液晶表示装置１０００は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）をスイッチン
グ素子として使用する湾曲型の液晶表示装置である。液晶表示装置１０００は、液晶ディ
スプレイとも呼ばれる。
【００４３】
　液晶表示装置１０００は、液晶パネル１０２０、バックライト１０２１、光学シート１
０２２、湾曲透明保護カバー１０２３、透明粘着シート１０２４、制御基板１０２５、フ
レキシブルフラットケーブル（ＦＦＣ）１０２６および筐体１０２７を備える。液晶表示
装置１０００がこれらの構成物以外の構成物を備えてもよい。これらの構成物の一部が液
晶表示装置１０００から省略される場合もある。
【００４４】
　バックライト１０２１は、光学シート１０２２を挟んで液晶パネル１０２０の一方の主
面１０４０に対向する。湾曲透明保護カバー１０２３は、透明粘着シート１０２４を挟ん
で液晶パネル１０２０の他方の主面１０４１に対向し、透明粘着シート１０２４により液
晶パネル１０２０の他方の主面１０４１に貼り付けられる。ＦＦＣ１０２６は、液晶パネ
ル１０２０に備えられる端子１２２５に制御基板１０２５を電気的に接続する。筐体１０
２７は、液晶パネル１０２０、バックライト１０２１、光学シート１０２２、湾曲透明保
護カバー１０２３、透明粘着シート１０２４、制御基板１０２５およびＦＦＣ１０２６を
収容する。筐体１０２７には、開放部１０６０が形成される。開放部１０６０は、液晶パ
ネル１０２０の表示面１０８０を筐体１０２７の外部から開放部１０６０を経由して視認
できるように形成される。
【００４５】
　液晶パネル１０２０および湾曲透明保護カバー１０２３は、湾曲方向１１００について
湾曲する。湾曲透明保護カバー１０２３は、液晶パネル１０２０の他方の主面１０４１の
曲率に適合する曲率を有する保持面１１２０を有する。保持面１１２０は、透明粘着シー
ト１０２４を介して液晶パネル１０２０の他方の主面１０４１に貼り付けられる。これに
より、液晶パネル１０２０の他方の主面１０４１が湾曲透明保護カバー１０２３により保
護される。
【００４６】
　液晶表示装置１０００に画像が表示させられる場合は、湾曲型のバックライト１０２１
が光源となり光を発する。発せられた光は、光学シート１０２２を透過する。光が光学シ
ート１０２２を透過するときに、光の偏光状態、指向性等が制御される。透過した光は、
液晶パネル１０２０の一方の主面１０４０に入射する。入射した光は、液晶パネル１０２
０の複数の画素を透過し、液晶パネル１０２０の他方の主面１０４１から出射する。出射
した光は、透明粘着シート１０２４および湾曲透明保護カバー１０２３を順次に透過する
。透過した光は、開放部１０６０を通過する。
【００４７】
　また、液晶表示装置１０００に画像が表示させられる場合は、制御基板１０２５が電気
信号を出力する。出力された電気信号は、ＦＦＣ１０２６を経由して端子１２２５に入力
される。液晶パネル１０２０は、入力された電気信号に応じて複数の画素における光の透
過率を制御する。これにより、入力された電気信号に応じた画像が表示面１０８０に表示
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される。表示される画像は、開放部１０６０を経由して視認される。
【００４８】
　制御基板１０２５は、駆動信号を発生する駆動用集積回路（ＩＣ）等を備え、発生させ
られた駆動信号を含む電気信号を出力する。
【００４９】
　ＦＦＣ１０２６が他の種類のケーブルに置き換えられてもよい。ＦＦＣ１０２６が省略
され制御基板１０２５が液晶パネル１０２０に直結されることも許される。駆動用ＩＣの
端子が端子１２２５に直結されてもよい。
【００５０】
　液晶パネル１０２０は、透過型の液晶パネルである。液晶パネル１０２０が反射型また
は半透過型の液晶パネルに置き換えられてもよい。半透過型の液晶パネルは、透過型の液
晶パネルおよび反射型の液晶パネルの特徴を併せ持つ。液晶パネル１０２０が反射型の液
晶パネルに置き換えられる場合は、バックライト１０２１および光学シート１０２２が省
略され、反射板が追加される。透過型の液晶パネル１０２０が半透過型の液晶パネルに置
き換えられる場合は、反射板が追加される。
【００５１】
　２．２　液晶パネル
　液晶パネル１０２０は、アレイ基板１１４０、対向基板１１４１、シール材１１４２お
よび液晶１１４３を備える。液晶パネル１０２０がこれらの構成物以外の構成物を備えて
もよい。
【００５２】
　対向基板１１４１は、間隙１１６０を挟んでアレイ基板１１４０に対向する。シール材
１１４２は、間隙１１６０に配置され、表示領域１１８０を囲み、対向基板１１４１をア
レイ基板１１４０に貼り合わせる。液晶１１４３は、間隙１１６０に配置され、シール材
１１４２に囲まれ、表示領域１１８０に封止される。これにより、液晶パネル１０２０の
他方の主面１０４１となる対向基板１１４１の外側主面１２００が、表示領域１１８０に
あり画像を表示する表示面１０８０を含むようになる。
【００５３】
　アレイ基板１１４０は、湾曲方向１１００について湾曲する。対向基板１１４１は、ア
レイ基板１１４０に沿うように湾曲方向１１００について湾曲する。対向基板１１４１は
、アレイ基板１１４０より湾曲内側に配置される。対向基板１１４１の外側主面１２００
は、凹面となる。
【００５４】
　アレイ基板１１４０および対向基板１１４１は、矩形状の平面形状を有する。湾曲方向
１１００は、アレイ基板１１４０および対向基板１１４１の長手方向と平行をなし、湾曲
の曲率が最大となる方向と平行をなす。湾曲方向１１００がアレイ基板１１４０および対
向基板１１４１の長手方向以外と平行をなしてもよい。例えば、湾曲方向１１００がアレ
イ基板１１４０および対向基板１１４１の短手方向と平行をなしてもよい。アレイ基板１
１４０および対向基板１１４１が矩形状以外の平面形状を有してもよい。
【００５５】
　アレイ基板１１４０は、ＴＦＴアレイ基板であり、ガラス基板１２２０、複数のＴＦＴ
１２２１、絶縁膜１２２２、複数の画素電極１２２３、配向膜１２２４、複数のゲート配
線、複数のソース配線、端子１２２５、トランスファ電極および偏光板１２２６を備える
。複数のゲート配線、複数のソース配線およびトランスファ電極は、図１に図示されない
。アレイ基板１１４０がこれらの構成物以外の構成物を備えてもよい。これらの構成物の
一部がアレイ基板１１４０から省略される場合もある。
【００５６】
　複数のＴＦＴ１２２１は、ガラス基板１２２０の内側主面１２４０の上に配置される。
複数のＴＦＴ１２２１は、マトリクス状に配列される。絶縁膜１２２２は、複数のＴＦＴ
１２２１に重ねてガラス基板１２２０の内側主面１２４０の上に配置され、複数のＴＦＴ
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１２２１を覆う。複数の画素電極１２２３は、絶縁膜１２２２に重ねてガラス基板１２２
０の内側主面１２４０の上に配置される。端子１２２５は、絶縁膜１２２２に重ねてガラ
ス基板１２２０の内側主面１２４０の上に配置され、表示領域１１８０の外側にある。配
向膜１２２４は、絶縁膜１２２２および複数の画素電極１２２３に重ねてガラス基板１２
２０の内側主面１２４０の上に配置され、表示領域１１８０にあり、液晶１１４３に接触
する。配向膜１２２４が液晶１１４３に接触することにより、液晶１１４３は配向させら
れる。トランスファ電極は、表示領域１１８０の外側にある。
【００５７】
　偏光板１２２６は、ガラス基板１２２０の外側主面１２４１の上に配置される。
【００５８】
　対向基板１１４１は、カラーフィルタ基板であり、ガラス基板１２６０、複数のカラー
フィルタ１２６１、複数のブラックマトリクス１２６２、共通電極１２６３、配向膜１２
６４および偏光板１２６５を備える。対向基板１１４１がこれらの構成物以外の構成物を
備えてもよい。これらの構成物の一部が対向基板１１４１から省略される場合もある。
【００５９】
　複数のカラーフィルタ１２６１および複数のブラックマトリクス１２６２は、ガラス基
板１２６０の内側主面１２８０の上に配置される。共通電極１２６３は、複数のカラーフ
ィルタ１２６１および複数のブラックマトリクス１２６２に重ねてガラス基板１２６０の
内側主面１２８０の上に配置される。配向膜１２６４は、共通電極１２６３に重ねてガラ
ス基板１２６０の内側主面１２８０の上に配置され、表示領域１１８０にあり、液晶１１
４３に接触する。配向膜１２６４が液晶１１４３に接触することにより、液晶１１４３は
配向させられる。
【００６０】
　偏光板１２６５は、ガラス基板１２６０の外側主面１２８１の上に配置される。
【００６１】
　液晶表示装置１０００に画像が表示させられる場合は、電気信号が端子１２２５に入力
され、入力された電気信号に応じた駆動信号が複数の画素の各々である各画素に対応する
ゲート配線およびソース配線を経由して各画素に対応するＴＦＴ１２２１に供給され、各
画素に対応するＴＦＴ１２２１に供給された駆動信号に応じた駆動電圧が各画素に対応す
る画素電極１２２３に供給される。また、入力された電気信号に応じた駆動信号がトラン
スファ電極を経由して共通電極１２６３に供給される。各画素に対応する画素電極１２２
３および共通電極１２６３に駆動電圧が印加されることにより、各画素に対応する画素電
極１２２３と共通電極１２６３との間の電界が制御され、各画素に対応する画素電極１２
２３と共通電極１２６３との間にある液晶１１４３の配向状態が制御され、各画素に対応
する画素電極１２２３と共通電極１２６３との間にある液晶１１４３を透過する光の偏光
状態の変化が制御される。液晶１１４３の配向状態は、液晶１１４３を構成する多数の液
晶分子の向きが変化するように液晶１１４３を駆動する電圧を変化させることにより変化
させられる。
【００６２】
　また、液晶表示装置１０００に画像が表示させられる場合は、液晶パネル１０２０の一
方の主面１０４０に光が入射させられる。入射させられた光は、偏光板１２２６、各画素
に対応する画素電極１２２３と共通電極１２６３との間にある液晶１１４３および偏光板
１２６５を順次に透過する。偏光板１２２６は、第１の偏光状態の光を選択的に透過させ
る。偏光板１２６５は、第２の偏光状態の光を選択的に透過させる。各画素における光の
透過率は、各画素に対応する画素電極１２２３と共通電極１２６３との間にある液晶１１
４３を透過する光の偏光状態の変化が、偏光状態を第１の偏光状態から第２の偏光状態に
変化させるものに近づくにつれて大きくなる。
【００６３】
　液晶パネル１０２０は、透過型の液晶パネルである。このため、液晶パネル１０２０に
は、透明基板であるガラス基板１２２０および１２６０が設けられる。ガラスからなるガ
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ラス基板１２２０および１２６０の少なくとも一方がガラス以外の透明素材からなる透明
基板に置き換えられてもよい。例えば、ガラス基板１２２０および１２６０の少なくとも
一方が透明プラスチック、石英等からなる透明基板に置き換えられてもよい。
【００６４】
　ガラス基板１２２０およびガラス基板１２６０は、可撓性を有し、例えば約０．２ｍｍ
の基板厚を有するように薄板化される。
【００６５】
　透過型の液晶パネル１０２０が反射型の液晶パネルに置き換えられる場合は、透明基板
であるガラス基板１２２０および１２６０の一方が非透明基板に置き換えられてもよい。
非透明基板は、例えばシリコン基板である。
【００６６】
　ガラス基板１２２０および１２６０の少なくとも一方がガラス以外の素材からなる基板
に置き換えられる場合も、当該基板は可撓性を有する。
【００６７】
　シール材１１４２は、樹脂からなる。
【００６８】
　真空中において注入口を経由して液晶１１４３を注入する真空注入方式により液晶１１
４３が注入される場合は、シール材１１４２に注入口が形成され、液晶パネル１０２０が
注入口を封止する封止材を備える。
【００６９】
　液晶１１４３を液滴状に配置し真空中において対向基板１１４１をアレイ基板１１４０
に貼り合わせる液滴注入方式により液晶１１４３が注入される場合は、シール材１１４２
に注入口が形成されず、液晶パネル１０２０が注入口を封止する封止材を備えない。
【００７０】
　液晶パネル１０２０は、図１に図示されない複数のスペーサおよびトランスファ材を備
える。
【００７１】
　複数のスペーサは、間隙１１６０に配置され、アレイ基板１１４０の内側主面１３００
から対向基板１１４１の内側主面１３２０までの距離を一定に維持する。複数のスペーサ
は、アレイ基板１１４０の内側主面１３００または対向基板１１４１の内側主面１３２０
に散布された粒状のものであってもよいし、アレイ基板１１４０の内側主面１３００また
は対向基板１１４１の内側主面１３２０に形成された柱状のものであってもよい。後者は
、樹脂をパターニングすることにより形成される。
【００７２】
　トランスファ材は、トランスファ電極を共通電極１２６３に電気的に接続する。これに
より、端子１２２５に入力された信号がトランスファ電極を経由して共通電極１２６３に
伝達される。
【００７３】
　トランスファ材が省略される場合もある。例えば、シール材１１４２の中に導電性を有
する粒子を混合することによりシール材１１４２にトランスファ材の役割を持たせた場合
は、シール材１１４２から独立したトランスファ材が省略される。
【００７４】
　液晶パネル１０２０は、ねじれネマティック（ＴＮ）モードで動作する。液晶パネル１
０２０がＴＮモード以外で動作してもよい。例えば、液晶パネル１０２０が超ねじれネマ
ティック（ＳＴＮ）モード、強誘電性液晶モード等で動作してもよい。
【００７５】
　液晶パネル１０２０は、縦電界方式で液晶１１４３を駆動する液晶パネルである。液晶
パネル１０２０が横電界方式で液晶を駆動する液晶パネルに置き換えられてもよい。横電
界方式で液晶を駆動する液晶パネルにおいては、共通電極が対向基板ではなくアレイ基板
に設けられ、画素電極と共通電極との間の電界の方向が横方向になり、当該電界により画
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素電極と共通電極との間にある液晶が駆動される。
【００７６】
　２．３　配線パターン、遮光パターンおよび着色部アレイ
　図２は、実施の形態１の液晶表示装置に備えられる配線パターンを図示する平面図であ
る。図３は、実施の形態１の液晶表示装置に備えられる遮光パターンおよび着色部アレイ
を図示する平面図である。図２は、アレイ基板が平坦である場合の配線パターンの平面形
状を図示する。図３は、対向基板が平坦である場合の遮光パターンおよび着色部アレイの
平面形状を図示する。
【００７７】
　アレイ基板１１４０は、図２に図示される複数の配線パターン１３４０を備える。
【００７８】
　複数の配線パターン１３４０は、複数のソース配線である。複数の配線パターン１３４
０が複数のソース配線以外の複数の画素間パターンであってもよい。例えば、複数の配線
パターン１３４０が複数のゲート配線、複数のブラックマトリクス等であってもよい。液
晶パネル１０２０が横電界方式で液晶を駆動する液晶パネルに置き換えられる場合は、複
数の配線パターン１３４０が複数の共通配線であってもよい。
【００７９】
　複数の配線パターン１３４０は、表示領域１１８０に配置され、湾曲方向１１００に配
列される。複数の配線パターン１３４０の各々は、線状の遮光パターンであり、湾曲方向
１１００と垂直をなす方向に延在する。
【００８０】
　対向基板１１４１は、図３に図示される複数の遮光パターン１３６０を備える。
【００８１】
　複数の遮光パターン１３６０は、複数のブラックマトリクス１２６２である。複数の遮
光パターン１３６０が複数のブラックマトリクス１２６２以外の複数の遮光パターンであ
ってもよい。
【００８２】
　複数の遮光パターン１３６０は、表示領域１１８０に配置され、湾曲方向１１００に配
列される。複数の遮光パターン１３６０の各々は、線状であり、湾曲方向１１００と垂直
をなす方向に延在する。
【００８３】
　対向基板１１４１は、図３に図示される着色部アレイ１３８０を備える。
【００８４】
　着色部アレイ１３８０は、複数のカラーフィルタ１２６１である。
【００８５】
　着色部アレイ１３８０は、複数の繰り返し単位１４００を備える。
【００８６】
　複数の繰り返し単位１４００は、湾曲方向１１００に配列される。
【００８７】
　複数の繰り返し単位１４００の各々は、第１の着色部１４２０、第２の着色部１４２１
および第３の着色部１４２２を備える。第１の着色部１４２０、第２の着色部１４２１お
よび第３の着色部１４２２は、同一の絵素に属し、それぞれ赤色、緑色および青色の光を
選択的に透過する開口部となる。第１の着色部１４２０、第２の着色部１４２１および第
３の着色部１４２２が、赤色、緑色および青色の光以外の３個以上の色をそれぞれ選択的
に透過する３個以上の着色部に置き換えられてもよい。
【００８８】
　複数の遮光パターン１３６０は、複数の繰り返し単位１４００の各々について、図３に
示されるように、第１の遮光パターン１４４０、第２の遮光パターン１４４１、第３の遮
光パターン１４４２および第４の遮光パターン１４４３を含む。第１の遮光パターン１４
４０、第２の遮光パターン１４４１、第３の遮光パターン１４４２および第４の遮光パタ
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ーン１４４３においては、第ｉの遮光パターンが第ｉ＋１の遮光パターンに隣接し、第ｉ
の遮光パターンおよび第ｉ＋１の遮光パターンが第ｉの着色部を挟む。ｉは、１から３ま
での整数の各々である。
【００８９】
　複数の配線パターン１３４０は、複数の繰り返し単位１４００の各々について、図２に
示されるように、第１の配線パターン１４６０、第２の配線パターン１４６１、第３の配
線パターン１４６２および第４の配線パターン１４６３を含む。第１の配線パターン１４
６０、第２の配線パターン１４６１、第３の配線パターン１４６２および第４の配線パタ
ーン１４６３は、第１の遮光パターン１４４０、第２の遮光パターン１４４１、第３の遮
光パターン１４４２および第４の遮光パターン１４４３にそれぞれ対応する。
【００９０】
　２．４　ずらし量の変化
　複数の遮光パターン１３６０は、複数の配線パターン１３４０にそれぞれ対応する。
【００９１】
　実施の形態１においては、液晶パネル１０２０が湾曲させられた場合にアレイ基板１１
４０と対向基板１１４１との間に発生するずれを考慮して複数の遮光パターン１３６０の
ピッチが調整される。
【００９２】
　実施の形態１においては、アレイ基板１１４０が平坦である場合の複数の配線パターン
１３４０における隣接する２個の配線パターン１３４０の間の距離であるアレイ基板１１
４０の画素ピッチが、図２に図示されるように、一定の画素ピッチＰに維持される。アレ
イ基板１１４０の画素ピッチは、表示領域１１８０の中心部１４８０、表示領域１１８０
のずれ最大部および表示領域１１８０の周縁部１４８２のいずれにおいても画素ピッチＰ
である。
【００９３】
　しかし、実施の形態１においては、対向基板１１４１が平坦である場合の複数の遮光パ
ターン１３６０における隣接する２個の遮光パターン１３６０の間の距離である対向基板
１１４１の画素ピッチは、図３に図示されるように、一定の画素ピッチＰに維持されない
。対向基板１１４１の画素ピッチは、表示領域１１８０の中心部１４８０においてアレイ
基板１１４０の画素ピッチと同じ画素ピッチＰであり、表示領域１１８０の中心部１４８
０から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に大きくなり、表示領域１１８０
のずれ最大部において最大になり、表示領域１１８０のずれ最大部から表示領域１１８０
の周縁部１４８２までにおいて徐々に小さくなり、表示領域１１８０の周縁部１４８２に
おいて再びアレイ基板１１４０の画素ピッチと同じ画素ピッチＰに戻る。
【００９４】
　このため、複数の配線パターン１３４０における着目する配線パターン１３４０の湾曲
方向１１００の位置が表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部
１４８２まで移動した場合は、アレイ基板１１４０が平坦であるときの着目する配線パタ
ーン１３４０の湾曲方向１１００の位置からの対向基板１１４１が平坦であるときの複数
の遮光パターン１３６０における着目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位
置のずらし量が、大きくなった後に小さくなる。ずらし量は、表示領域１１８０のずれ最
大部において最大になる。したがって、ずらし量は、表示領域１１８０の中心部１４８０
から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に大きくなり、表示領域１１８０の
ずれ最大部から表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に小さくなる。着目
する遮光パターン１３６０は、着目する配線パターン１３４０に対応する。
【００９５】
　これにより、アレイ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられた場合に、複
数の遮光パターン１３６０が複数の配線パターン１３４０の上にそれぞれ配置され、アレ
イ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられたことにより発生するアレイ基板
１１４０と対向基板１１４１との間のずれを原因とする、斜めからの光漏れ、混色等の不
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具合が抑制される。特に、表示領域１１８０の周縁部１４８２におけるこれらの不具合が
適切に抑制される。したがって、高い表示品位を有する液晶表示装置１０００が得られる
。
【００９６】
　また、実施の形態１においては、複数の遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の幅
は、全て同じである。
【００９７】
　これにより、湾曲方向１１００の幅が広くなる遮光パターンが複数の遮光パターン１３
６０に含まれず、隣接する２個の遮光パターン１３６０に挟まれる開口部の湾曲方向１１
００の幅が狭くならず、表示領域１１８０における輝度が均一化される。
【００９８】
　２．５　中心部におけるずらし量
　表示領域１１８０の中心部１４８０においては、アレイ基板１１４０の画素ピッチおよ
び対向基板１１４１の画素ピッチのいずれも、画素ピッチＰである。このため、着目する
配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が表示領域１１８０の中心部１４８０に
ある場合は、ずらし量が０になる。このようにされる理由は、表示領域１１８０の中心部
１４８０は湾曲の頂上部であるため、表示領域１１８０の中心部１４８０においてはアレ
イ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられる前後で配線パターン１３４０の
湾曲方向１１００の位置と当該配線パターン１３４０に対応する遮光パターン１３６０の
湾曲方向１１００の位置との間の相対的な関係がほとんど変化しないためである。
【００９９】
　２．６　周縁部におけるずらし量
　表示領域１１８０の周縁部１４８２においては、アレイ基板１１４０の画素ピッチおよ
び対向基板１１４１の画素ピッチのいずれも、画素ピッチＰである。このため、着目する
配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が表示領域１１８０の周縁部１４８２に
ある場合は、ずらし量が０になる。このようにされる理由は、表示領域１１８０の周縁部
１４８２はシール材１１４２に沿うため、表示領域１１８０の周縁部１４８２においては
シール材１１４２による接着固定の影響によりアレイ基板１１４０および対向基板１１４
１が湾曲させられる前後で配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置と当該配線パ
ターン１３４０に対応する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置との間の相対
的な関係がほとんど変化しないためである。
【０１００】
　ただし、表示領域１１８０の周縁部１４８２がシール材１１４２から離れている場合は
、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が表示領域１１８０の周縁部
１４８２にある場合であっても、ずらし量が０でなくてもよい。
【０１０１】
　２．７　画素ピッチが調整される基板の選択
　実施の形態１においては、アレイ基板１１４０の画素ピッチが一定の画素ピッチＰに維
持され、対向基板１１４１の画素ピッチが一定の画素ピッチＰに維持されない。このため
、ずらし量が０でない場合は、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置
が、アレイ基板１１４０が平坦であり複数の配線パターン１３４０が一定のピッチで配列
される場合の湾曲方向１１００の位置からずらされず、着目する遮光パターン１３６０の
湾曲方向１１００の位置が、対向基板１１４１が平坦であり複数の遮光パターン１３６０
が一定のピッチで配列される場合の湾曲方向１１００の位置からずらされる。
【０１０２】
　ただし、アレイ基板１１４０の画素ピッチが一定の画素ピッチＰに維持されず対向基板
１１４１の画素ピッチが一定の画素ピッチＰに維持されることも許される。この場合は、
着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が、アレイ基板１１４０が平坦
であり複数の配線パターン１３４０が一定のピッチで配列されるときの湾曲方向１１００
の位置からずらされ、着目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置が、対向
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基板１１４１が平坦であり複数の遮光パターン１３６０が一定のピッチで配列されるとき
の湾曲方向１１００の位置からずらされない。
【０１０３】
　また、アレイ基板１１４０の画素ピッチおよび対向基板１１４１の画素ピッチのいずれ
も一定の画素ピッチＰに維持されないことも許される。この場合は、着目する配線パター
ン１３４０の湾曲方向１１００の位置が、アレイ基板１１４０が平坦であり複数の配線パ
ターン１３４０が一定のピッチで配列される場合の湾曲方向１１００の位置からずらされ
、着目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置が、対向基板１１４１が平坦
であり複数の遮光パターン１３６０が一定のピッチで配列されるときの湾曲方向１１００
の位置からずらされる。
【０１０４】
　２．８　ずらし方向
　実施の形態１においては、対向基板１１４１がアレイ基板１１４０より湾曲内側に配置
される。このため、ずらし量が０でない場合は、対向基板１１４１が平坦であるときの着
目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置が、アレイ基板１１４０が平坦で
あるときの着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置から表示領域１１８
０の周縁部１４８２に向かってずらされる。
【０１０５】
　ただし、アレイ基板１１４０が対向基板１１４１より湾曲内側に配置されてもよい。こ
の場合は、ずらし量が０でないときは、アレイ基板１１４０が平坦であるときの着目する
配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が、対向基板１１４１が平坦であるとき
の着目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置から表示領域１１８０の周縁
部１４８２に向かってずらされる。
【０１０６】
　２．９　湾曲の頂上部の位置
　実施の形態１においては、表示領域１１８０の中心部１４８０が湾曲の頂上部である。
【０１０７】
　ただし、表示領域１１８０の中心部１４８０が湾曲の頂上部でなくてもよい。表示領域
１１８０の中心部１４８０が湾曲の頂上部でない場合は、対向基板１１４１の画素ピッチ
が、湾曲の頂上部から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に大きくなり、表
示領域１１８０のずれ最大部において最大になり、表示領域１１８０のずれ最大部から表
示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に小さくなる。このため、着目する配
線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が湾曲の頂上部から表示領域１１８０の周
縁部１４８２まで移動した場合に、アレイ基板１１４０が平坦であるときの着目する配線
パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置からの対向基板１１４１が平坦であるときの
着目する遮光パターンの湾曲方向１１００の位置のずらし量が、大きくなった後に小さく
なる。
【０１０８】
　２．１０　複雑な湾曲の例
　液晶パネル１０２０がＳ字カーブを描くように湾曲し、対向基板１１４１の外側主面１
２００が凹面になる湾曲の頂上部および対向基板１１４１の外側主面１２００が凸面にな
る湾曲の頂上部が存在する場合について考える。
【０１０９】
　この場合は、対向基板１１４１が平坦であるときの対向基板１１４１の画素ピッチが、
前者の湾曲の頂上部から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に大きくなり、
表示領域１１８０のずれ最大部において最大になり、表示領域１１８０のずれ最大部から
表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に小さくなる。
【０１１０】
　また、対向基板１１４１が平坦であるときの対向基板１１４１の画素ピッチが、後者の
湾曲の頂上部から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に小さくなり、表示領
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域１１８０のずれ最大部において最小になり、表示領域１１８０のずれ最大部から表示領
域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に大きくなる。
【０１１１】
　このため、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が前者の湾曲の頂
上部から表示領域１１８０の周縁部１４８２まで移動した場合には、アレイ基板１１４０
が平坦であるときの着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置からの対向
基板１１４１が平坦であるときの着目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位
置のずらし量が、大きくなった後に小さくなる。この場合は、着目する遮光パターン１３
６０の湾曲方向１１００の位置が、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の
位置から表示領域１１８０の周縁部１４８２に向かってずらされる。
【０１１２】
　また、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が後者の湾曲の頂上部
から表示領域１１８０の周縁部１４８２まで移動した場合には、アレイ基板１１４０が平
坦であるときの着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置からの対向基板
１１４１が平坦であるときの着目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置の
ずらし量が、大きくなった後に小さくなる。この場合は、着目する配線パターン１３４０
の湾曲方向１１００の位置が、着目する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置
から表示領域１１８０の周縁部１４８２に向かってずらされる。
【０１１３】
　２．１１　ずらし量の変化の態様
　実施の形態１においては、対向基板１１４１の画素ピッチが連続的に変化させられ、そ
れによりずらし量が連続的に変化させられる。ただし、対向基板１１４１の画素ピッチが
階段状に変化させられてもよい。この場合は、表示領域１１８０の中心部１４８０から表
示領域１１８０の周縁部１４８２までの区間が複数のサブ区間に分割され、複数のサブ区
間の各々である各サブ区間において対向基板１１４１の画素ピッチが当該各サブ区間に固
有の画素ピッチに維持される。
【０１１４】
　表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部１４８２までの区間
が複数のサブ区間に分割される場合は、例えば表示領域１１８０の中心部１４８０を含む
サブ区間においてアレイ基板１１４０の画素ピッチおよび対向基板１１４１の画素ピッチ
が一定の画素ピッチＰに維持される。このようにされる理由は、図１２に示されるように
、表示領域１１８０の中心部１４８０付近においてはアレイ基板１１４０および対向基板
１１４１が湾曲させられる前後で配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置と当該
配線パターン１３４０に対応する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置との相
対的な関係がほとんど変化しないためである。
【０１１５】
　残余の少なくとも１個のサブ区間が２個以上のサブ区間である場合は、表示領域１１８
０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部１４８２までの全区間の１／３を占め
表示領域１１８０の周縁部１４８２を含む区間が２個以上のサブ区間に細分化される。こ
のようにされる理由は、図１２に示されるように、全区間の１／３を占め表示領域１１８
０の周縁部１４８２を含む区間においてはアレイ基板１１４０および対向基板１１４１が
湾曲させられる前後で配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置と当該配線パター
ン１３４０に対応する遮光パターン１３６０の湾曲方向１１００の位置との相対的な関係
が大きく変化するためである。全区間の１／３を占め表示領域１１８０の周縁部１４８２
を含む区間において表示領域１１８０の中心部１４８０からの距離に応じて対向基板１１
４１の画素ピッチが連続的に変化してもよい。
【０１１６】
　２．１２　ずらし量の具体値
　ずらし量の具体値は、シミュレーション計算または実験により特定される。
【０１１７】
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　シミュレーション計算は、湾曲の曲率、アレイ基板１１４０の基板厚、対向基板１１４
１の基板厚、アレイ基板１１４０の外形サイズ等のアレイ基板１１４０のサイズ、対向基
板１１４１の外形サイズ等の対向基板１１４１のサイズ、表示領域１１８０の範囲、シー
ル材１１４２が設けられる領域の位置、アレイ基板１１４０から対向基板１１４１までの
距離であるセルギャップ等の情報に基づいて行われる。シミュレーション計算においては
、シール材１１４２が設けられる領域を固定端としてアレイ基板１１４０および対向基板
１１４１が湾曲させられるモデルが用いられる。
【０１１８】
　ずらし量の具体値は、望ましくは実験により特定される。特に、最大ずれ部におけるず
らし量は、望ましくは実験により特定される。
【０１１９】
　ずらし量の具体値が、図１２に示されるずれ量の傾向を反映したものにされてもよい。
例えば、表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部１４８２まで
の全区間が、当該全区間の１／３を占め表示領域１１８０の中心部１４８０を含む第１の
サブ区間および当該全区間の残余を占める第２のサブ区間に分割される。また、第１のサ
ブ区間においてずらし量が０にされる。第１のサブ区間においてずらし量が穏やかに増加
させられてもよい。また、第２のサブ区間においてずらし量が第１のサブ区間と第２のサ
ブ区間との境界からずれ最大部までにおいて当該境界における境界値から最大値まで単調
増加させられ、ずれ最大部から表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて最大値か
ら０まで単調減少させられる。ずれ最大部は、ずれ最大部から表示領域１１８０の周縁部
１４８２までが全区間の１／６を占めるように設定される。
【０１２０】
　２．１３　液晶表示装置の製造
　図４は、実施の形態１の液晶表示装置を製造する方法における主要な工程を示すフロー
チャートである。
【０１２１】
　図４に図示される工程Ｓ１０１においては、液晶パネル１０２０の仕掛品が準備される
。
【０１２２】
　仕掛品は、アレイ基板１１４０、対向基板１１４１、シール材１１４２および液晶１１
４３を備える。
【０１２３】
　仕掛品は平坦である。このため、仕掛品においてはアレイ基板１１４０および対向基板
１１４１は平坦である。
【０１２４】
　仕掛品においては、複数の配線パターン１３４０が特定の方向に配列され、複数の遮光
パターン１３６０が特定の方向に配列される。
【０１２５】
　仕掛品においては、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が表示領
域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部１４８２まで移動した場合に
、ずらし量が大きくなった後に小さくなる。
【０１２６】
　工程Ｓ１０２においては、表示領域１１８０の中心部１４８０が湾曲の頂上部となり対
向基板１１４１がアレイ基板１１４０に沿うようにアレイ基板１１４０および対向基板１
１４１が特定の方向について湾曲させられる。これにより、湾曲した液晶パネル１０２０
が得られる。液晶１１４３を注入する前等の工程Ｓ１０１の途上で工程Ｓ１０２が実行さ
れてもよい。表示領域１１８０の中心部１４８０以外の特定の部分が湾曲の頂上部であっ
てもよい。
【０１２７】
　３　実施の形態２
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　３．１　実施の形態１と実施の形態２との主要な相違
　実施の形態２は、実施の形態１の液晶表示装置１０００に備えられる遮光パターン１３
６０および着色部アレイ１３８０をそれぞれ置き換える遮光パターンおよび着色部アレイ
に関する。実施の形態１と実施の形態２との主要な相違は、実施の形態１においては配線
パターン１３４０の位置からの遮光パターン１３６０の位置のずらし量が画素を単位とし
て変化させられるのに対して、実施の形態２においては配線パターンの位置からの遮光パ
ターンの位置のずらし量が絵素を単位として変化させられる点にある。実施の形態１にお
いて採用された構成が、上記の相違をもたらす構成の採用を阻害しない範囲において、そ
のまままたは変形されてから実施の形態２において採用されてもよい。
【０１２８】
　３．２　遮光パターンおよび着色部アレイ
　図５は、実施の形態２の遮光パターンおよび着色部アレイを図示する平面図である。図
５は、対向基板が平坦である場合の遮光パターンおよび着色部アレイの平面形状を図示す
る。
【０１２９】
　図５に図示される複数の遮光パターン２３６０は、湾曲方向１１００に配列される。
【０１３０】
　図５に図示される着色部アレイ２３８０は、複数の繰り返し単位２４００を備える。複
数の繰り返し単位２４００は、湾曲方向１１００に配列される。
【０１３１】
　複数の繰り返し単位２４００の各々は、第１の着色部２４２０、第２の着色部２４２１
および第３の着色部２４２２を備える。第１の着色部２４２０、第２の着色部２４２１お
よび第３の着色部２４２２は、同一の絵素に属し、それぞれ赤色、緑色および青色の光を
選択的に透過する開口部となる。第１の着色部２４２０、第２の着色部２４２１および第
３の着色部２４２２が、赤色、緑色および青色の光以外の３個以上の色をそれぞれ選択的
に透過する３個以上の着色部に置き換えられてもよい。
【０１３２】
　複数の遮光パターン２３６０は、複数の繰り返し単位２４００の各々について、第１の
遮光パターン２４４０、第２の遮光パターン２４４１、第３の遮光パターン２４４２およ
び第４の遮光パターン２４４３を含む。第１の遮光パターン２４４０、第２の遮光パター
ン２４４１、第３の遮光パターン２４４２および第４の遮光パターン２４４３においては
、第ｉの遮光パターンが第ｉ＋１の遮光パターンに隣接し、第ｉの遮光パターンおよび第
ｉ＋１の遮光パターンが第ｉの着色部を挟む。ｉは、１から３までの整数の各々である。
【０１３３】
　複数の配線パターン１３４０は、図２に図示されるように、複数の繰り返し単位２４０
０の各々について、第１の配線パターン１４６０、第２の配線パターン１４６１、第３の
配線パターン１４６２および第４の配線パターン１４６３を含む。第１の配線パターン１
４６０、第２の配線パターン１４６１、第３の配線パターン１４６２および第４の配線パ
ターン１４６３は、第１の遮光パターン２４４０、第２の遮光パターン２４４１、第３の
遮光パターン２４４２および第４の遮光パターン２４４３にそれぞれ対応する。
【０１３４】
　３．３　ずらし量の変化
　複数の遮光パターン２３６０は、複数の配線パターン１３４０にそれぞれ対応する。
【０１３５】
　実施の形態２においては、アレイ基板１１４０が平坦である場合のアレイ基板１１４０
の画素ピッチが、一定の画素ピッチＰに維持される。また、対向基板１１４１が平坦であ
る場合の複数の遮光パターン２３６０における隣接する２個の遮光パターン２３６０の間
の距離である対向基板１１４１の画素ピッチが、図５に図示されるように、一定の画素ピ
ッチＰに維持されない。対向基板１１４１の画素ピッチは、表示領域１１８０の中心部１
４８０においては、アレイ基板１１４０の画素ピッチと同じ画素ピッチＰであるが、表示
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領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に大
きくなり、表示領域１１８０のずれ最大部において最大になり、表示領域１１８０のずれ
最大部から表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に小さくなり、表示領域
１１８０の周縁部１４８２において再びアレイ基板１１４０の画素ピッチと同じ画素ピッ
チＰに戻る。
【０１３６】
　このため、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が表示領域１１８
０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部１４８２まで移動した場合は、アレイ
基板１１４０が平坦であるときの着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位
置からの対向基板１１４１が平坦であるときの着目する配線パターン１３４０に対応する
着目する遮光パターン２３６０の湾曲方向１１００の位置のずらし量が、大きくなった後
に小さくなる。ずらし量は、表示領域１１８０のずれ最大部において最大になる。したが
って、ずらし量は、表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０のずれ最大
部までにおいて徐々に大きくなり、表示領域１１８０のずれ最大部から表示領域１１８０
の周縁部１４８２までにおいて徐々に小さくなる。
【０１３７】
　これにより、アレイ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられた場合に、複
数の遮光パターン２３６０がそれぞれ複数の配線パターン１３４０の上に配置され、アレ
イ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられたことにより発生するアレイ基板
１１４０と対向基板１１４１との間のずれを原因とする、斜めからの光漏れ、混色等の不
具合が抑制される。特に、表示領域１１８０の周縁部１４８２におけるこれらの不具合が
適切に抑制される。したがって、高い表示品位を有する液晶表示装置１０００が得られる
。
【０１３８】
　実施の形態２においては、着目する配線パターン１３４０の湾曲方向１１００の位置が
表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部１４８２まで移動した
場合に、ずらし量が赤色、緑色および青色の画素からなる絵素を単位として変化する。
【０１３９】
　このため、複数の繰り返し単位２４００の各々について、第１の遮光パターン２４４０
、第２の遮光パターン２４４１、第３の遮光パターン２４４２および第４の遮光パターン
２４４３は、対向基板１１４１が平坦である場合に一定のピッチで配列される。また、複
数の繰り返し単位２４００の各々について、第１の配線パターン１４６０、第２の配線パ
ターン１４６１、第３の配線パターン１４６２および第４の配線パターン１４６３も、ア
レイ基板１１４０が平坦である場合に一定のピッチで配列される。
【０１４０】
　これにより、赤色光を選択的に透過する開口部となる第１の着色部２４２０の開口面積
、緑色光を選択的に透過する開口部となる第２の着色部２４２１の開口面積および青色光
を選択的に透過する開口部となる第３の着色部２４２２の開口面積の比率が特定の比率に
固定され、開口面積の比率が絵素により変化せず、白色色度が絵素により変化しない。こ
のことは、表示領域１１８０における白色色度のばらつきを抑制することに寄与する。
【０１４１】
　４　実施の形態３
　４．１　実施の形態１と実施の形態３との主要な相違
　実施の形態３は、実施の形態１の液晶表示装置１０００に備えられる配線パターン１３
４０、遮光パターン１３６０および着色部アレイ１３８０をそれぞれ置き換える配線パタ
ーン、遮光パターンおよび着色部アレイに関する。実施の形態１と実施の形態３との主要
な相違は、実施の形態１においてはアレイ基板１１４０の画素ピッチが一定の画素ピッチ
Ｐに維持され対向基板１１４１の画素ピッチが一定の画素ピッチＰに維持されないが、実
施の形態３においてはアレイ基板の画素ピッチおよび対向基板の画素ピッチのいずれも一
定の画素ピッチＰに維持されない点にある。実施の形態１において採用された構成が、上
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記の相違をもたらす構成の採用を阻害しない範囲において、そのまままたは変形されてか
ら実施の形態３において採用されてもよい。
【０１４２】
　４．２　配線パターン、遮光パターンおよび着色部アレイ
　図６は、実施の形態３の配線パターンを図示する平面図である。図７は、実施の形態３
の遮光パターンおよび着色部アレイを図示する平面図である。
【０１４３】
　図６は、アレイ基板が平坦である場合の配線パターンの平面形状を図示する。図７は、
対向基板が平坦である場合の遮光パターンおよび着色部アレイの平面形状を図示する。
【０１４４】
　図６に図示される複数の配線パターン３３４０は、湾曲方向１１００に配列される。
【０１４５】
　図７に図示される複数の遮光パターン３３６０は、湾曲方向１１００に配列される。
【０１４６】
　図７に図示される着色部アレイ３３８０は、複数の繰り返し単位３４００を備える。複
数の繰り返し単位３４００の各々は、第１の着色部３４２０、第２の着色部３４２１およ
び第３の着色部３４２２を備える。
【０１４７】
　４．３　ずらし量の変化
　複数の遮光パターン３３６０は、複数の配線パターン３３４０にそれぞれ対応する。
【０１４８】
　実施の形態３においては、アレイ基板１１４０が平坦である場合の複数の配線パターン
３３４０における隣接する２個の配線パターン３３４０の間の距離であるアレイ基板１１
４０の画素ピッチが、図６に図示されるように、一定の画素ピッチＰに維持されない。ア
レイ基板１１４０の画素ピッチは、表示領域１１８０の中心部１４８０においては画素ピ
ッチＰであるが、表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０のずれ最大部
までにおいて徐々に小さくなり、表示領域１１８０のずれ最大部において最小になり、表
示領域１１８０のずれ最大部から表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に
大きくなり、表示領域１１８０の周縁部１４８２において再び画素ピッチＰに戻る。また
、対向基板１１４１が平坦である場合の複数の遮光パターン３３６０における隣接する２
個の遮光パターン３３６０の間の距離である対向基板１１４１の画素ピッチも、図７に図
示されるように、一定の画素ピッチＰに維持されない。対向基板１１４１の画素ピッチは
、表示領域１１８０の中心部１４８０においてはアレイ基板１１４０の画素ピッチと同じ
画素ピッチＰであるが、表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０のずれ
最大部までにおいて徐々に大きくなり、表示領域１１８０のずれ最大部において最大にな
り、表示領域１１８０のずれ最大部から表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて
徐々に小さくなり、表示領域１１８０の周縁部１４８２において再びアレイ基板１１４０
の画素ピッチと同じ画素ピッチＰに戻る。
【０１４９】
　このため、複数の配線パターン３３４０における着目する配線パターン３３４０の湾曲
方向１１００の位置が表示領域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０の周縁部
１４８２まで移動した場合は、アレイ基板１１４０が平坦であるときの着目する配線パタ
ーン３３４０の湾曲方向１１００の位置からの対向基板１１４１が平坦であるときの複数
の遮光パターン３３６０における着目する遮光パターン３３６０の湾曲方向１１００の位
置のずらし量が、大きくなった後に小さくなる。ずらし量は、表示領域１１８０のずれ最
大部において最大になる。したがって、ずらし量は、表示領域１１８０の中心部１４８０
から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に大きくなり、表示領域１１８０の
ずれ最大部から表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に小さくなる。
【０１５０】
　これにより、アレイ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられた場合に、複
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数の遮光パターン３３６０がそれぞれ複数の配線パターン３３４０の上に配置され、アレ
イ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられたことにより発生するアレイ基板
１１４０と対向基板１１４１との間のずれを原因とする、斜めからの光漏れ、混色等の不
具合が抑制される。特に、表示領域１１８０の周縁部１４８２におけるこれらの不具合が
適切に抑制される。したがって、高い表示品位を有する液晶表示装置１０００が得られる
。
【０１５１】
　実施の形態３においては、ずらし量が０でない場合に、着目する配線パターン３３４０
の湾曲方向１１００の位置が、アレイ基板１１４０が平坦であり複数の配線パターン３３
４０が一定のピッチで配置されるときの湾曲方向１１００の位置から第１の方向にずらさ
れる。また、着目する遮光パターン３３６０の湾曲方向１１００の位置が、対向基板１１
４１が平坦であり複数の遮光パターン３３６０が一定のピッチで配置されるときの湾曲方
向１１００の位置から第２の方向にずらされる。第２の方向は、第１の方向の反対の方向
である。
【０１５２】
　着目する配線パターン３３４０の湾曲方向１１００の位置の第１の方向へのずらし量の
大きさは、望ましくは、着目する配線パターン３３４０の湾曲方向１１００の位置からの
着目する遮光パターン３３６０の湾曲方向１１００の位置のずらし量の大きさの半分とさ
れる。着目する遮光パターン３３６０の湾曲方向１１００の位置の第２の方向へのずらし
量の大きさは、望ましくは着目する配線パターン３３４０の湾曲方向１１００の位置から
の着目する遮光パターン３３６０の湾曲方向１１００の位置のずらし量の大きさの半分と
される。
【０１５３】
　これにより、液晶パネル１０２０の全体において配線パターン３３４０および遮光パタ
ーン３３６０のピッチのずれを半分に抑制することができる。
【０１５４】
　５　実施の形態４
　５．１　実施の形態１と実施の形態４との主要な相違
　実施の形態４は、実施の形態１の液晶表示装置１０００に備えられる遮光パターン１３
６０および着色部アレイ１３８０をそれぞれ置き換える遮光パターンおよび着色部アレイ
に関する。実施の形態１と実施の形態４との主要な相違は、実施の形態１においては配線
パターン１３４０の位置からの遮光パターン１３６０の位置のずらし量が変化させられる
のに対して、実施の形態４においては遮光パターンの湾曲方向の幅が変化させられる点に
ある。実施の形態１において採用された構成が、上記の相違をもたらす構成の採用を阻害
しない範囲において、そのまままたは変形されてから実施の形態４において採用されても
よい。
【０１５５】
　５．２　遮光パターンおよび着色部
　図８は、実施の形態４の遮光パターンおよび着色部アレイを図示する平面図である。図
８は、対向基板が平坦である場合の遮光パターンおよび着色部アレイの平面形状を図示す
る。
【０１５６】
　図８に図示される複数の遮光パターン４３６０は、湾曲方向１１００に配列される。
【０１５７】
　図８に図示される着色部アレイ４３８０は、複数の繰り返し単位４４００を備える。複
数の繰り返し単位４４００の各々は、第１の着色部４４２０、第２の着色部４４２１およ
び第３の着色部４４２２を備える。
【０１５８】
　５．３　遮光パターンの幅の変化
　複数の遮光パターン４３６０は、複数の配線パターン１３４０にそれぞれ対応する。
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【０１５９】
　実施の形態４においては、アレイ基板１１４０が平坦である場合のアレイ基板１１４０
の画素ピッチが、一定の画素ピッチＰに維持される。また、対向基板１１４１が平坦であ
る場合の複数の遮光パターン４３６０における隣接する２個の遮光パターン４３６０の間
の距離である対向基板１１４１の画素ピッチも、図８に図示されるように、一定の画素ピ
ッチＰに維持される。対向基板１１４１の画素ピッチは、表示領域１１８０の中心部１４
８０、表示領域１１８０のずれ最大部および表示領域１１８０の周縁部１４８２のいずれ
においても画素ピッチＰである。
【０１６０】
　また、実施の形態４においては、複数の遮光パターン４３６０における着目する遮光パ
ターン４３６０の湾曲方向１１００の位置が表示領域１１８０の中心部１４８０から表示
領域１１８０の周縁部１４８２まで移動した場合に、着目する遮光パターン４３６０の湾
曲方向１１００の幅が広くなった後に狭くなる。着目する遮光パターン４３６０の湾曲方
向１１００の幅は、表示領域１１８０の中心部１４８０においては幅Ｗであるが、表示領
域１１８０の中心部１４８０から表示領域１１８０のずれ最大部までにおいて徐々に広く
なり、表示領域１１８０のずれ最大部において最大になり、表示領域１１８０のずれ最大
部から表示領域１１８０の周縁部１４８２までにおいて徐々に狭くなり、表示領域１１８
０の周縁部１４８２においては再び幅Ｗに戻る。幅Ｗは、液晶パネル１０２０が平坦であ
る場合に斜めからの光漏れを発生させないような遮光パターン４３６０の幅であり、非湾
曲型の液晶表示装置において採用される遮光パターン４３６０の設計幅である。
【０１６１】
　これにより、アレイ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられた場合に、複
数の遮光パターン４３６０が複数の配線パターン１３４０の上にそれぞれ配置され、アレ
イ基板１１４０および対向基板１１４１が湾曲させられたことにより発生するアレイ基板
１１４０と対向基板１１４１との間のずれを原因とする、斜めからの光漏れ、混色等の不
具合が抑制される。特に、表示領域１１８０の周縁部１４８２におけるこれらの不具合が
適切に抑制される。したがって、高い表示品位を有する液晶表示装置１０００が得られる
。
【０１６２】
　また、複数の遮光パターン４３６０の湾曲方向１１００の幅が必要なだけ広げられるた
め、輝度の低下が最小限に抑制される。
【０１６３】
　また、複数の遮光パターン４３６０の湾曲方向１１００の幅が変更されるが対向基板１
１４１の画素ピッチが一定に維持されるため、液晶パネル１０２０において、湾曲方向１
１００の位置による開口率の変動が抑制される。
【０１６４】
　実施の形態４においては、対向基板１１４１がアレイ基板１１４０より湾曲内側に配置
される。このため、アレイ基板１１４０が第１の基板となり、アレイ基板１１４０に備え
られる遮光パターンである配線パターン１３４０が第１の遮光パターンになり、対向基板
１１４１が第２の基板になり、対向基板１１４１に備えられる遮光パターン４３６０が第
２の遮光パターンになる。第１の基板は、第１の基板に設けられる第１の遮光パターンの
幅が変化しない基板であり、第２の基板は、第２の基板に設けられる第２の遮光パターン
の幅が変化する基板である。
【０１６５】
　ただし、アレイ基板１１４０が対向基板１１４１より湾曲内側に配置されてもよい。こ
の場合は、対向基板１１４１が第１の基板となり、対向基板１１４１に備えられる遮光パ
ターン４３６０が第１の遮光パターンになり、アレイ基板１１４０が第２の基板になり、
アレイ基板１１４０に備えられる配線パターン１３４０が第２の遮光パターンになる。
【０１６６】
　なお、本発明は、その発明の範囲内において、各実施の形態を自由に組み合わせたり、
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各実施の形態を適宜、変形、省略することが可能である。
【０１６７】
　この発明は詳細に説明されたが、上記した説明は、すべての局面において、例示であっ
て、この発明がそれに限定されるものではない。例示されていない無数の変形例が、この
発明の範囲から外れることなく想定され得るものと解される。
【符号の説明】
【０１６８】
　１０００　液晶表示装置、１０２０　液晶パネル、１１４０　アレイ基板、１１４１　
対向基板、１１４２　シール材、１１４３　液晶、１１８０　表示領域、１２２１　ＴＦ
Ｔ、１２６１　カラーフィルタ、１２６２　ブラックマトリクス、１３４０，３３４０，
４３４０　配線パターン、１３６０，２３６０，３３６０，４３６０　遮光パターン、１
３８０，２３８０，３３８０，４３８０　着色部アレイ、１４００，２４００，３４００
，４４００　繰り返し単位。

【図１】 【図２】



(23) JP 6832682 B2 2021.2.24

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(24) JP 6832682 B2 2021.2.24

【図７】 【図８】

【図９】
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